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はじめに

１．いろいろな「もの」

・刳物（くりもの）

　　ノミなどの刃物を用いて木片を刳り抜いて作った器具

・編物（あみもの）

　　細い紐や短冊状の素材を組み合わせたり編んだりして作った器具（＝かご・ざる）

・曲物（まげもの）

　　薄い板を曲げて、合わせ目を木の皮などで綴じて作った容器

・挽物（ひきもの）

　　木材をロクロ（横軸）で回転させて、刃物を当てることで作った器具

・結物（ゆいもの）

　　短冊状の板を円筒形に並べてタガで締めて作った容器（＝桶・樽）

・指物（さしもの）

　　板をさし合わせて作った器具

・塗物（ぬりもの）

　　木や紙に漆を塗り重ねて作った器具（＝漆器）

・打物（うちもの）

　　金属を打ちたたいて（＝鍛造）作った器具

・鋳物（いもの）

　　加熱して溶かした金属を鋳型に流し込んで作った器具

・焼物（やきもの）

　　粘土を成形して高温で焼成して作った器具

２．やきものの変化と画期

・平安時代中期から後期の画期

　　種類・器形の変化

　　生産地の変化

・安土桃山時代から江戸時代前期の画期

　　種類・器形の変化

　　生産地の変化

３．中世京都のやきものの種類

・土師器

　　特徴：素焼き　手づくね成形　小型の窯を使用

　　器形：大小の皿が中心

　　産地：京都近郊

　　用途：食器（ほとんどが使い捨て）
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・白色土器

　　特徴：素焼き　ロクロ成形　小型の窯を使用

　　器形：杯・高杯など

　　産地：京都近郊

　　用途：祭祀・儀式に使用か？

・瓦器

　　特徴：いぶし焼き　小型の窯を使用

　　器形：椀（徐々に減少・消滅）・鍋・釜・火鉢・甕など

　　産地：河内・和泉（大阪府）　大和（奈良県）

　　用途：食器・煮沸具・貯蔵具

・須恵器

　　特徴：窯で還元焔焼成（→灰色）

　　器形：こね鉢・壺・甕など

　　産地：東播（兵庫県）など

　　用途：調理具・貯蔵具

・焼締陶器

　　特徴：大型の窯で酸化焔焼成（→橙色から赤茶色）

　　器形：すり鉢・壺・甕など

　　産地：常滑（愛知県）・備前（岡山県）・信楽（滋賀県）など

　　用途　調理具・貯蔵具

・灰釉系陶器（＝山茶碗）

　　特徴：灰釉陶器の技術を引く（施釉の工程を省略）

　　器形：椀・皿・鉢など

　　産地：尾張（愛知県）・美濃（岐阜県）

　　用途：食器・調理具

・施釉陶器

　　特徴：大型の窯で釉薬（灰釉・鉄釉）をかけて焼成

　　器形：椀・皿・鉢・壺など

　　産地：瀬戸（愛知県）・美濃（岐阜県）

　　用途：食器・調理具・貯蔵具

・貿易陶磁器（輸入陶磁器）

　　特徴：貿易などで外国からもたらされた陶磁器

　　器形：椀・皿・鉢・壺など

　　産地 :中国産が大部分　朝鮮半島・東南アジア産もある

　　用途：食器・貯蔵具・威信財（＝宝物）
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２

図１　鎌倉時代の土器・陶磁器

表１　出土遺物破片計数表①

　　　　（『平安京左京二条四坊十町』）

表２　出土遺物破片計数表②

　　　　（『平安京左京二条四坊十町』）
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図２　中世日本の窯跡分布図（『古陶の譜　中世のやきもの』）

表３　中世日本の窯跡操業一覧表（『古陶の譜　中世のやきもの』）
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図３　中国主要窯跡分布図（『東洋陶磁史』）

図４　朝鮮半島主要窯跡分布図（『東洋陶磁史』）

図５　東南アジア主要窯跡分布図（『東洋陶磁史』）




